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【共通】
 1. 水切り部で屋根材の重なり部分に塗料が付着し詰まっていると、漏水の原

因になります。皮すき、ケレン棒、カッターなどを用いて溜まった塗料を
除去する縁切りを行ってください。

 2. 水洗い後は、１日以上乾燥させてください。また素材表面が雨、露などで
濡れている場合は、十分に乾燥するまで塗装しないでください（光沢低下、
膨れ、割れ、はく離の原因となります）。

 3. 下地調整が不十分だと塗膜はく離の原因となったり、光沢が出ないなどの
仕上がり不良になる場合があります。塗り替えでは必ず素地に近づけ
9.8MPa（＝100kgf/cm2）以上の高圧水洗か金属ワイヤブラシなどによる
ケレン後、水洗いを実施し、付着物、劣化塗膜や基材の劣化物を十分に除
去してください。

 4. 遮熱塗料専用下塗りを使用しないと遮熱性能が低下します。必ず専用の下
塗りをご使用ください。

 5. 塗装場所の気温が５℃未満、もしくは湿度85％以上である場合、または換
気が十分でなく結露が考えられる場合、塗装は避けてください。

 6. 粘土瓦（いぶし瓦、釉薬瓦など）には使用しないでください。なお、洋風
コンクリート瓦については、最寄の営業所にご相談ください。

 7. 下塗り乾燥後、ガムテープで基材のはく離がないかチェックし、はく離が
ある場合は、再度下塗りを塗付してください。

 8. なみがたトタンの山の部分やトタン板の継ぎ目、折り曲げ部分は、膜が薄
くなりがちです。先に拾い塗りするのが長持ちさせるこつです。

 9. 塗り重ねは規定の塗り重ね乾燥時間をまもってください。硬化が不十分な
場合は、塗料用シンナーで再溶解するおそれがあります。

10. 塩ビゾル鋼板の上の塗装は、避けてください。ただし、経年でつやが引け
ているような塩ビゾル鋼板に対しては、変性エポキシ樹脂プライマーを下
塗りに使用することで塗装できる場合があります。詳細は事前にご相談く
ださい。

11. ごみ・ほこり・砂・油・樹液などは、塗装前に水洗い、溶剤拭きなどで十
分に除去し、乾燥した清浄な面にしてください。

12. 溶剤系塗料のため、室内での塗装は必ず換気をしてください。また、外部
での塗装においても、換気口・空気取入口などに養生を行い、溶剤蒸気が
室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮をお願い致し
ます。

13. 所定のシンナー以外を使用したり、薄めすぎるとつや引けやダレ、かぶり
不良などをきたす原因になりますので、必ず所定のシンナーおよび希釈率
をまもってください。

14. 硬化が不十分な場合は、シンナーで再溶解する場合があります。
15. 水、アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。
16. 硬化剤は湿気で硬化しますので密栓して貯蔵してください。
17. 塗料を扱う場合は、皮膚に付着しないようにご注意ください。また、蒸気

やミストなども吸い込まないように十分にご注意ください。
18. 塗膜の乾燥過程で水分の影響を受けた場合（高湿度、結露、降雨など）、

塗膜表面が白化するおそれがあります。水分の影響を受けるおそれがある
場合は、塗装を避けてください。

19. 旧塗膜に発生した藻・かびは、洗浄などで必ず除去し、清浄な面としてく
ださい。付着阻害をおこすおそれがあります。

20. 改修工事にご使用の場合は、旧塗膜の種類によっては溶剤などの影響によ
り、旧塗膜を侵し溶剤膨れや縮みなどの異常が発生する場合がありますの
で、旧塗膜の種類をご確認のうえ、塗装仕様をご検討ください。

21. 素地の乾燥は十分に行ってください。
22. 塗料液と硬化剤の混合割合は、必ずまもってください。混合割合が不適切

な場合、塗膜性能が発現されなかったり、仕上がりや作業性が低下するこ
とがあります。

23. 屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避け

てください。
24. 塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてく

ださい。
25. 飛散防止のため必ず養生を行ってください。
26. シーリング面への塗装は、塗膜の汚染、はく離、収縮割れなどの不具合を

起こすことがありますので行わないでください。やむを得ず行う場合は、
シーリング材が完全に硬化した後に行うものとし、塗り重ね適合性を確認
し、必要な処理を行ってください。また、ニッペブリードオフプライマー
を下塗りすることで、可塑剤移行による汚染の低減が図れますが、シーリ
ング材の種類、使用条件などによりはく離、収縮割れが起こることがあり
ます。

27. 薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超え
て希釈しないでください。

28. はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合、使用量、表面肌が異な
るため若干の色相差がでますので、はけ塗りの部分は希釈を少なくして塗
装してください。

29. ローラー塗りの場合、ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてくだ
さい。ローラー目により、色相や仕上がり感が異なって見えることがあり
ます。

30. 汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロッ
トは必ず控えておき、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法な
どの塗装条件を同一にしてください。

31. ローラー、はけなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、はじきなどが
発生するおそれがありますので、十分に洗浄するか、専用でご使用くださ
い。

32. 塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。特につや調整品
では、つや消し剤が沈降している場合がありますので、かくはん機を用い
て缶底の沈降物を十分にかくはんしてご使用ください。

33. 開封後は一度に使い切ってください。やむを得ず保管する場合は密栓して
から冷暗所で保存し、速やかに使い切ってください。

34. 塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないで
ください。

35. 内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産業廃棄物
として廃棄してください。

36. 塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理してく
ださい。容器、塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流
すと環境に悪影響を及ぼすおそれがありますので、排水処理場などの施設
に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。

【下塗り共通】
37. 上塗りに強溶剤系塗料のご使用は避けてください。
【サーモアイシーラー】
38. 吸い込みが少ない素地や下地の場合には、乾燥不良による縮みや膨れが

起こる可能性がありますので、各工程間の乾燥時間は十分長めにとってく
ださい。

39. 使用量は、つや感が出るまでを目安にしてください。素地への吸い込み個
所がある場合は、その部分を増し塗りしてください。また、シーラー乾燥
後ガムテープで基材のはがれがないかチェックし、はがれなどがある場合
は再度シーラーを塗装してください。

40. 防さび性はありません。むね、すみむねなど金属製役物が、さびている場
合は、発さび部とその周囲を十分にケレンし、下塗りに、「ニッペ１液ハ
イポンファインデクロ」塗装後、上塗りを塗装してください。

41. 無石綿スレート板に塗装すると反りやクラックが発生する可能性がありま
す。

42. 本品は規定の塗り重ね乾燥時間よりも早く上塗りを塗装しますと、縮み、
割れ、乾燥不良を起こしますので、塗り重ね乾燥時間をまもってください。

また、吸い込みの大きい下地や素材の場合は、塗り重ね乾燥時間は長めに
とってください。短時間で上塗りを塗装しますと、溶剤による膨れや縮み
などが発生するおそれがありますので避けてください。

43. 高温下では硬化反応が著しく速まります。高温時の施工では、上塗りを３
日以内に塗り重ねてください。

44. 巣穴が多かったり、劣化が激しい素地では、置換発泡が起こる場合があり
ます。その時には、塗料用シンナーで数倍に希釈したものをあらかじめ塗
付することで、現象を軽減することができます。

45. 素地表面のアルカリ度はpH10以下、表面含水率は10％以下（ケット科学
社製 CH-2 型で測定した場合）、または５％以下（ケット科学社製 Hi500
シリーズ：コンクリートレンジで測定した場合）の条件で塗装してくださ
い。

46. 可塑剤が多く含まれる塩ビクロス、塩ビゾル鋼板、塩ビラミネート、プラ
スチック、ゴムパッキン、合成皮革などへの直接塗装はお避けください。
また、これらの部材に塗膜が直接触れることがないようご注意ください。

【サーモアイプライマー】
47. さびは、ワイヤブラシ・サンドペーパーなどで入念に除去し、膨れ・割れ

の発生にも注意し、十分なケレンを行ってください。
48. はけなどの塗装用具の洗いは、ラッカーシンナーを使用してください。
【上塗り共通】
49. 昼夜の温度差が激しい時期や、山間部など夜露の早く降りる地域では、結

露によるつや引け現象が起こりやすいため、早めに塗装を終えて十分に乾
燥時間を確保してください。塗装後早期に結露の影響を受けると光沢低下
や膨れ、割れ、はく離の原因になります。

50. 遮熱塗料は特殊な顔料を使用しているため、経年による変退色の傾向が一
般塗料と異なる場合がありますが、遮熱性能や保護性能への大きな影響は
ありません。

51. 遮熱塗料では、特殊な顔料を使用しているため、使用量が少ないと色相が
変化して見えたり、十分に隠ぺいしないことがあります。十分な使用量が
得られるように、標準塗装仕様を厳守してください。

52. トタン素地が見えている所、さびの生じている所はケレン後、必ずさび止
め塗料を塗装してください。使用できるさび止め塗料については、各塗装
仕様書をご参照ください。

53. 積雪の荷重を最も受けやすい軒先の部分、瓦棒の凸部にこすり付けるよう
に増し塗りを行ってください。

54. 塗り替え後は、滑雪性がよくなる場合があります。積雪時にまとまった雪
が落ちる可能性がありますのでご注意ください。

55. 十分な塗膜性能を確保するため、規定の使用量をおまもりください。
56. 防藻 ･防かび効果は、繁殖を抑制するものです。すでに繁殖している場合

は、下地処理として除去および殺菌処理をしてから塗装してください。
57. 遮熱性能は、色相によって異なります。詳細については、お問い合わせく

ださい。
58. 遮熱塗料は特殊な顔料を使用していることから、一般塗料と比較して塗料

表面に特定の色が浮きやすい傾向にあります。十分にかくはんしてご使用
ください。

59. 塗装方法により色相が多少変化する場合がありますので、ローラー塗りは
できる限り入り隅まで入れてください。

【サーモアイヤネガード】
60. 素地調整時に高圧水洗によって洗浄してください。
61. エアレス塗装は飛散防止措置を講じてください。
62. 塗膜強化の為のフレーク状物質を含んでいますので、エアレス塗装の場合

フィルターをはずしてください。
63. 作業前に容器に記載している「安全衛生上の注意事項」をご参照ください。

■本カタログ掲載商品の詳細な危険有害性情報や使用上の注意事項等については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
■本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は、事前に相談ください。

２液弱溶剤フッ素樹脂屋根用
高日射反射率（遮熱）塗料
２液弱溶剤フッ素樹脂屋根用
高日射反射率（遮熱）塗料

サーモアイDＦ

サーモアイ DF サーモアイSi



日本ペイントのフッ素技術を駆使することで、
長期にわたって高い耐久性を保持します。サーモアイDF

水性サーモアイウォールF
水性サーモアイウォールSi
ファインサーモアイウォールDF
ファインサーモアイウォールSi ▲住宅用化粧スレート屋根にクールライトグレーを塗装

※3） サーモアイDF・Si・UV・ヤネガードの標準仕様の場合
※4） 「サーモアイUV」はJIS K 5675規格品ではありませんが、グリーン調達の基準は満たしています（サーモアイヤネガードは除く）。
※5） 高日射反射率塗料における対象技術は、建物の屋根に塗付する技術となっており、サーモアイシリーズでは屋根用塗料において効果が実証されています（サーモアイ DFは除く）。

サーモアイUV：051-0969

▲鋼板屋根にクールホワイトを塗装

屋根用塗料で初！「サーモアイSi」が
環境ラベル「エコリーフ」認証を取得　
当社はお客様により質の高い環境情報の提
供を行うことを目的とし、すでにエネル
ギー節約や環境配慮商品として採用実績の
ある本製品で、複数の環境側面を対象とし
たタイプⅢ環境宣言（EPD）の認証を取得い
たしました。 本製品以外の製品においても
排出量も算定が可能となり、お客様のGHG 
排出量管理において大きく貢献いたします。
 

環境技術実証事業に
おいて効果を実証
環境技術実証事業とは、環境省の主導によ
り、環境保全効果等が有用な技術の普及促
進と、環境産業の活性化を目的として実施
されている事業であり、第三者機関による
客観的な評価によって、その効果が実証さ
れます。サーモアイ※5 は、この実証事業に
おいて、効果を実証されています。

グリーン購入法の特定調達品目を、
JIS K 5675屋根用高日射反射率塗料が取得。
平成 25 年 2 月 5 日「国等による環境物品
等の調達の指針に関する基本方針」の改定
に伴い、特定調達品目とその判断基準が見
直され JIS K 5675 が特定調達品目に選定
されました。「サーモアイDF」および「サー
モアイ Si」は JIS K5675 屋根用高日射反
射率塗料の規格認証品でグリーン調達の判
断基準を満たします。※4

【実証番号】
サーモアイSi：051-0968

サーモアイヤネガード：051-0970
JR-CJ-23001E
エコリーフ対象色：クールホワイト
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日本ペイントのフッ素技術を駆使することで、
長期にわたって高い耐久性を保持します。サーモアイDF

水性サーモアイウォールF
水性サーモアイウォールSi
ファインサーモアイウォールDF
ファインサーモアイウォールSi ▲住宅用化粧スレート屋根にクールライトグレーを塗装

※3） サーモアイDF・Si・UV・ヤネガードの標準仕様の場合
※4） 「サーモアイUV」はJIS K 5675規格品ではありませんが、グリーン調達の基準は満たしています（サーモアイヤネガードは除く）。
※5） 高日射反射率塗料における対象技術は、建物の屋根に塗付する技術となっており、サーモアイシリーズでは屋根用塗料において効果が実証されています（サーモアイ DFは除く）。

サーモアイUV：051-0969

▲鋼板屋根にクールホワイトを塗装

屋根用塗料で初！「サーモアイSi」が
環境ラベル「エコリーフ」認証を取得　
当社はお客様により質の高い環境情報の提
供を行うことを目的とし、すでにエネル
ギー節約や環境配慮商品として採用実績の
ある本製品で、複数の環境側面を対象とし
たタイプⅢ環境宣言（EPD）の認証を取得い
たしました。 本製品以外の製品においても
排出量も算定が可能となり、お客様のGHG 
排出量管理において大きく貢献いたします。
 

環境技術実証事業に
おいて効果を実証
環境技術実証事業とは、環境省の主導によ
り、環境保全効果等が有用な技術の普及促
進と、環境産業の活性化を目的として実施
されている事業であり、第三者機関による
客観的な評価によって、その効果が実証さ
れます。サーモアイ※5 は、この実証事業に
おいて、効果を実証されています。

グリーン購入法の特定調達品目を、
JIS K 5675屋根用高日射反射率塗料が取得。
平成 25 年 2 月 5 日「国等による環境物品
等の調達の指針に関する基本方針」の改定
に伴い、特定調達品目とその判断基準が見
直され JIS K 5675 が特定調達品目に選定
されました。「サーモアイDF」および「サー
モアイ Si」は JIS K5675 屋根用高日射反
射率塗料の規格認証品でグリーン調達の判
断基準を満たします。※4

【実証番号】
サーモアイSi：051-0968

サーモアイヤネガード：051-0970
JR-CJ-23001E
エコリーフ対象色：クールホワイト

3



サーモアイDF
サーモアイSi
サーモアイUV
サーモアイヤネガード

サーモアイDF（クールホワイト）
サーモアイS i（クールホワイト）
サーモアイUV（クールホワイト）

サーモアイDF
サーモアイSi
サーモアイUV
サーモアイヤネガード

サーモアイDF（クールホワイト）
サーモアイS i（クールホワイト）
サーモアイUV（クールホワイト）



［ご注意］ 
★この色見本は、印刷再現のため、実際の仕上がりとは異なります。★反射率数値は、「JIS K 5602 塗膜の日射反射率の求め方」に準拠し、サーモアイプライマー／サーモアイDFにて全
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